
(57)【要約】

【課題】キャビン後部のリヤウインドは、これを大きく

開放（大開度）してキャビン室内ヘの外気の取り入れを

良くする場合と、ウインドを少し開け（小開度）た状態

にして室内の換気を良くする場合とがある。リヤウイン

ドを小開度にする場合には、ダンパ－を強く圧縮した状

態を維持しなければならないため、ロック部にガタ付き

が発生し、安定した開口度が得られない問題があった。

【解決手段】本発明は、トラクタの運転部を包囲するキ

ャビン７であって、該キャビン後部のリヤウインド１０

は下端側が上端側を揺動支点として上下方向に揺動開閉

可能で、且つ、伸縮作動可能なダンパ－１４を介して開

閉作動するよう構成してあると共に、該ダンパ－のキャ

ビン側とリヤウインド側との両連結部１６，１９のうち

、少なくとも一方側の連結部を前記リヤウインドの揺動

支点部に対する遠近方向に移動調節自在に構成してある

ことを特徴とする。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ト ラ ク タ の 運 転 部 を 包 囲 す る キ ャ ビ ン ７ で あ っ て 、 該 キ ャ ビ ン 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ は
下 端 側 が 上 端 側 を 揺 動 支 点 と し て 上 下 方 向 に 揺 動 開 閉 可 能 で 、 且 つ 、 伸 縮 作 動 可 能 な ダ ン
パ － １ ４ を 介 し て 開 閉 作 動 す る よ う 構 成 し て あ る と 共 に 、 該 ダ ン パ － の キ ャ ビ ン 側 と リ ヤ
ウ イ ン ド 側 と の 両 連 結 部 １ ６ ， １ ９ の う ち 、 少 な く と も 一 方 側 の 連 結 部 を 前 記 リ ヤ ウ イ ン
ド の 揺 動 支 点 部 に 対 す る 遠 近 方 向 に 移 動 調 節 自 在 に 構 成 し て あ る こ と を 特 徴 と す る キ ャ ビ
ン 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
ト ラ ク タ の 運 転 部 を 包 囲 す る キ ャ ビ ン ７ で あ っ て 、 該 キ ャ ビ ン 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ は
下 端 側 が 上 端 側 を 揺 動 支 点 と し て 上 下 方 向 に 揺 動 開 閉 可 能 で 、 且 つ 、 伸 縮 作 動 可 能 な ダ ン
パ － １ ４ を 介 し て 開 閉 作 動 す る よ う に 設 け 、 前 記 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ の 揺 動 支 点 軸 １ ３ に は
キ ャ ビ ン 上 部 の ル － フ １ １ 後 端 部 を 架 設 し て ル － フ 前 端 側 が 上 下 方 向 に 揺 動 開 閉 す る よ う
構 成 し て あ る こ と を 特 徴 と す る キ ャ ビ ン 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
ト ラ ク タ の 運 転 部 を 包 囲 す る キ ャ ビ ン ７ で あ っ て 、 該 キ ャ ビ ン 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ は
下 端 側 が 上 端 側 を 揺 動 支 点 と し て 上 下 方 向 に 揺 動 開 閉 可 能 で 、 且 つ 、 伸 縮 作 動 可 能 な ダ ン
パ － １ ４ を 介 し て 開 閉 作 動 す る よ う に 設 け 、 前 記 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ の 左 右 両 側 部 に は 該 リ
ヤ ウ イ ン ド １ ０ 側 を 支 点 と し て 前 後 方 向 に 揺 動 開 閉 可 能 な サ イ ド ウ イ ン ド ２ ３ を 設 け て あ
る こ と を 特 徴 と す る キ ャ ビ ン 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
ト ラ ク タ の 運 転 部 を 包 囲 す る キ ャ ビ ン ７ で あ っ て 、 該 キ ャ ビ ン 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ は
下 端 側 が 上 端 側 を 揺 動 支 点 と し て 上 下 方 向 に 揺 動 開 閉 可 能 で 、 且 つ 、 伸 縮 作 動 可 能 な ダ ン
パ － １ ３ を 介 し て 開 閉 作 動 す る よ う に 設 け 、 前 記 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ の 左 右 両 側 部 に 設 け る
サ イ ド ウ イ ン ド ２ ３ は 反 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ 側 を 支 点 と し て 前 後 方 向 に 揺 動 開 閉 す る 構 成 と
し て あ る こ と を 特 徴 と す る キ ャ ビ ン 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ト ラ ク タ の 運 転 部 を 包 囲 す る キ ャ ビ ン に 関 し 、 農 業 機 械 の 技 術 分 野 に 属 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 ト ラ ク タ の 運 転 部 を 包 囲 す る キ ャ ビ ン に お い て 、 キ ャ ビ ン 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド を 上
端 側 を 揺 動 支 点 と し て 上 下 方 向 に 揺 動 開 閉 す る よ う に し た 技 術 は 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － １ １ ９ ０ ７ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
キ ャ ビ ン 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド は 、 こ れ を 大 き く 開 放 （ 大 開 度 ） し て キ ャ ビ ン 室 内 ヘ の 外 気
の 取 り 入 れ を 良 く す る 場 合 と 、 ウ イ ン ド を 少 し 開 け （ 小 開 度 ） た 状 態 に し て 室 内 の 換 気 を
良 く す る 場 合 と が あ る 。 リ ヤ ウ イ ン ド を 小 開 度 に す る 場 合 に は 、 ダ ン パ － を 強 く 圧 縮 し た
状 態 を 維 持 し な け れ ば な ら な い た め 、 ロ ッ ク 部 に ガ タ 付 き が 発 生 し 、 安 定 し た 開 口 度 が 得
ら れ な い 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 は 、 か か る 問 題 点 を 解 消 す る た め に 、 ダ ン パ － の 取 付 部 （ 連 結 部 ） を ダ ン パ － 圧
が 弱 ま る 方 向 に ス ラ イ ド 調 節 す る こ と に よ っ て 対 処 せ ん と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 次 の よ う な 技 術 的 手 段 を 講 じ た 。
す な わ ち 、 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 は 、 ト ラ ク タ の 運 転 部 を 包 囲 す る キ ャ ビ ン ７ で あ っ て 、
該 キ ャ ビ ン 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ は 下 端 側 が 上 端 側 を 揺 動 支 点 と し て 上 下 方 向 に 揺 動 開
閉 可 能 で 、 且 つ 、 伸 縮 作 動 可 能 な ダ ン パ － １ ４ を 介 し て 開 閉 作 動 す る よ う 構 成 し て あ る と
共 に 、 該 ダ ン パ － の キ ャ ビ ン 側 と リ ヤ ウ イ ン ド 側 と の 両 連 結 部 １ ６ ， １ ９ の う ち 、 少 な く
と も 一 方 側 の 連 結 部 を 前 記 リ ヤ ウ イ ン ド の 揺 動 支 点 部 に 対 す る 遠 近 方 向 に 移 動 調 節 自 在 に
構 成 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
リ ヤ ウ イ ン ド の 開 放 に 際 し 、 ロ ッ ク を 解 除 し て 上 方 に 押 し 上 げ る と 、 リ ヤ ウ イ ン ド は 、 ダ
ン パ － の 弾 発 力 に よ っ て 上 部 の 揺 動 支 点 軸 を 支 点 と し て 上 方 に 大 き く 揺 動 開 放 さ れ る 。 リ
ヤ ウ イ ン ド を 少 し 開 け た い 場 合 に は 、 ダ ン パ － の リ ヤ ウ イ ン ド 側 取 付 部 を 該 ウ イ ン ド の 揺
動 支 点 軸 側 へ 近 づ く 方 向 に ス ラ イ ド 調 節 し て ダ ン パ 圧 を 弱 め る 。 そ し て 、 こ の リ ヤ ウ イ ン
ド を 少 し 開 け （ 小 開 度 ） た 状 態 に し て ロ ッ ク す る 。 こ れ に よ っ て 、 リ ヤ ウ イ ン ド の 安 定 し
た 小 開 度 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 ト ラ ク タ の 運 転 部 を 包 囲 す る キ ャ ビ ン ７ で あ っ て 、 該 キ ャ ビ ン
後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ は 下 端 側 が 上 端 側 を 揺 動 支 点 と し て 上 下 方 向 に 揺 動 開 閉 可 能 で 、
且 つ 、 伸 縮 作 動 可 能 な ダ ン パ － １ ４ を 介 し て 開 閉 作 動 す る よ う に 設 け 、 前 記 リ ヤ ウ イ ン ド
の 揺 動 支 点 軸 １ ３ に は キ ャ ビ ン 上 部 の ル － フ １ １ 後 端 部 を 架 設 し て ル － フ 前 端 側 が 上 下 方
向 に 揺 動 開 閉 す る よ う 構 成 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
キ ャ ビ ン 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド は 、 上 部 の 揺 動 支 点 軸 を 支 点 と し て 上 下 に 揺 動 開 閉 し 、 キ ャ
ビ ン 上 部 の ル － フ は 、 前 記 リ ヤ ウ イ ン ド の 揺 動 支 点 軸 と 同 一 軸 芯 を 支 点 と し て 上 下 に 揺 動
開 閉 す る 。 そ れ ぞ れ の 支 点 軸 が 共 通 す る た め 、 構 成 が 簡 潔 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 ト ラ ク タ の 運 転 部 を 包 囲 す る キ ャ ビ ン ７ で あ っ て 、 該 キ ャ ビ ン
後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ は 下 端 側 が 上 端 側 を 揺 動 支 点 と し て 上 下 方 向 に 揺 動 開 閉 可 能 で 、
且 つ 、 伸 縮 作 動 可 能 な ダ ン パ － １ ４ を 介 し て 開 閉 作 動 す る よ う に 設 け 、 前 記 リ ヤ ウ イ ン ド
１ ０ の 左 右 両 側 部 に は 該 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ 側 を 支 点 と し て 前 後 方 向 に 揺 動 開 閉 可 能 な サ イ
ド ウ イ ン ド ２ ３ を 設 け て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
キ ャ ビ ン 室 内 へ の 外 気 導 入 を 主 と す る 場 合 に は 、 リ ヤ ウ イ ン ド の 後 方 上 方 へ の 揺 動 開 放 と
同 時 に 、 リ ヤ ウ イ ン ド の 左 右 両 側 に 位 置 す る サ イ ド ウ イ ン ド を も 、 こ の リ ヤ ウ イ ン ド 側 の
後 フ レ － ム 側 を 支 点 と し て 後 方 に 揺 動 開 放 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 後 方 か ら の
外 気 導 入 だ け で な く 、 横 外 側 方 か ら の 外 気 導 入 も 促 進 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 ト ラ ク タ の 運 転 部 を 包 囲 す る キ ャ ビ ン ７ で あ っ て 、 該 キ
ャ ビ ン 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ は 下 端 側 が 上 端 側 を 揺 動 支 点 と し て 上 下 方 向 に 揺 動 開 閉 可
能 で 、 且 つ 、 伸 縮 作 動 可 能 な ダ ン パ － １ ４ を 介 し て 開 閉 作 動 す る よ う に 設 け 、 前 記 リ ヤ ウ
イ ン ド １ ０ の 左 右 両 側 部 に 設 け る サ イ ド ウ イ ン ド ２ ３ は 反 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ 側 を 支 点 と し
て 前 後 方 向 に 揺 動 開 閉 す る 構 成 と し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
キ ャ ビ ン 室 内 の 換 気 を 主 と す る 場 合 に は 、 リ ヤ ウ イ ン ド の 左 右 両 側 部 に 設 け ら れ た サ イ ド
ウ イ ン ド を 反 リ ヤ ウ イ ド 側 に お け る キ ャ ビ ン 横 側 部 の 横 フ レ － ム 側 を 回 動 支 点 と し て 後 方
に 揺 動 開 放 す る 。 こ れ に よ っ て 、 キ ャ ビ ン 室 内 の 換 気 が 良 好 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 要 す る に 、 請 求 項 １ の 本 発 明 に よ れ ば 、 リ ヤ ウ イ ン ド を 少 し 開 け た 状 態 と す る 場 合 に
は 、 ダ ン パ － の 取 付 部 を ダ ン パ － 圧 を 弱 め る 方 向 に ス ラ イ ド 調 節 す る の で 、 ロ ッ ク 部 の ガ
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タ 付 き を な く し 、 安 定 し た 小 開 度 を 維 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ に よ っ て 、 ダ ン パ
－ 自 体 の 耐 久 性 低 下 も 防 止 す る こ が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ２ の 本 発 明 に よ れ ば 、 リ ヤ ウ イ ン ド の 開 閉 揺 動 支 点 軸 と ル － フ の 開 閉 揺 動 支 点 軸 を
同 一 軸 と し た 為 、 構 成 の 簡 潔 化 を 図 る こ と が で き る 。
請 求 項 ３ の 本 発 明 に よ れ ば 、 リ ヤ ウ イ ン ド の 左 右 両 側 に 設 け ら れ た サ イ ド ウ イ ン ド を リ ヤ
ウ イ ン ド 側 を 支 点 と し て 後 方 に 揺 動 開 放 す る よ う に し た の で 、 横 外 側 方 か ら の 外 気 導 入 効
果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 請 求 項 ４ の 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 左 右 の サ イ ド ウ イ ン ド は 、 反 リ ヤ ウ イ ン ド 側 を 支
点 と し て 後 方 に 揺 動 開 放 す る よ う に し た の で 、 主 と し て キ ャ ビ ン 室 内 の 換 気 効 果 を 高 め る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
ト ラ ク タ １ は 、 走 行 車 体 ２ の 前 後 に 走 行 車 輪 と し て の 左 右 一 対 の 前 輪 ３ ， ３ 及 び 後 輪 ４ ，
４ が 架 設 さ れ 、 車 体 ２ 上 前 部 に 操 作 ボ ッ ク ス ５ 及 び ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル ６ 等 を 有 す る 操
縦 装 置 が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
キ ャ ビ ン ７ は 、 前 記 操 作 ボ ッ ク ス ５ や ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル ６ 等 か ら な る 操 縦 装 置 を 包 囲
す る 構 成 で あ り 、 左 右 の 乗 降 口 に 開 閉 ド ア － ８ を 有 し 、 キ ャ ビ ン 前 部 の フ ロ ン ト ウ イ ン ド
９ 、 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ 、 上 部 の ル － フ １ １ 部 等 を 備 え 、 ル － フ １ １ 部 内 に は エ ア コ
ン ユ ニ ッ ト １ ２ を 装 備 し て い る 。 キ ャ ビ ン 後 部 の リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ は 、 上 端 側 の 左 右 横 方
向 の 揺 動 支 点 軸 １ ３ を 支 点 と し て 下 端 側 が 上 下 方 向 に 揺 動 開 閉 す る よ う 構 成 さ れ 、 キ ャ ビ
ン 側 と リ ヤ ウ イ ン ド 側 と に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ た ダ ン パ － １ ４ を 介 し て 開 閉 作 動 す る 構 成 で
あ る 。 揺 動 支 点 軸 １ ３ は ル － フ １ １ 後 部 の ル － フ 支 持 フ レ － ム １ ５ に 架 設 し て い る 。 ま た
、 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ は 上 方 に 大 き く 開 放 す る 大 開 度 （ 外 気 導 入 を 主 と す る ） （ イ ） 位 置 の
場 合 と 、 上 方 に 少 し 開 放 す る 小 開 度 （ 換 気 を 主 と す る ） （ ロ ） 位 置 の 場 合 と が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 ダ ン パ － １ ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 リ ヤ ウ イ ン ド 側 連 結 部 （ 連 結 ピ ン ） １ ６ を ウ イ
ン ド 側 取 付 ス テ － １ ７ に 設 け た 長 孔 （ 又 は 長 溝 ） １ ８ に 前 記 揺 動 支 点 軸 １ ３ に 対 す る 遠 近
方 向 移 動 自 在 に 嵌 合 連 結 し て い る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す 実 施 例 で は 、 ダ ン パ － １ ４ の キ ャ ビ
ン 側 連 結 部 （ 連 結 ピ ン ） １ ９ を キ ャ ビ ン 側 フ レ － ム ２ ０ に 設 け た 長 孔 （ 又 は 長 溝 ） ２ １ に
前 記 揺 動 支 点 軸 １ ３ に 対 す る 遠 近 方 向 移 動 自 在 に 嵌 合 連 結 し て い る 。 し か し て 、 リ ヤ ウ イ
ン ド を 小 開 度 に す る 場 合 に は 、 図 ２ に 示 す 実 施 例 で は 、 ダ ン パ － １ ４ の ウ イ ン ド 側 連 結 部
１ ６ を 揺 動 支 点 軸 １ ３ 側 に 近 づ く 方 向 に 移 動 さ せ て ダ ン パ － 圧 を 弱 め 、 ま た 、 図 ３ に 示 す
実 施 例 で は 、 ダ ン パ － １ ４ の キ ャ ビ ン 側 連 結 部 １ ９ を 揺 動 支 点 軸 １ ３ か ら 遠 ざ か る 方 向 に
移 動 さ せ れ ば ダ ン パ － 圧 を 弱 め る こ と が で き 、 リ ヤ ウ イ ン ド の 小 開 度 の 開 放 状 態 を 無 理 な
く 維 持 す る こ と が で き る 。 な お 、 ２ ２ は リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ を 閉 じ た 状 態 で 固 定 保 持 す る た
め の ロ ッ ク ハ ン ド ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ４ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 キ ャ ビ ン 上 部 の ル － フ １ １ は 、 前 記 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ と 共 用 の
揺 動 支 点 軸 １ ３ に 枢 着 さ れ 、 同 一 軸 芯 周 り に 上 下 揺 動 開 閉 可 能 に 装 着 さ れ て い る 。 そ れ ぞ
れ が 共 通 の 軸 を 支 点 と し て 揺 動 開 閉 す る た め 、 構 成 が 簡 単 と な り 、 し か も 、 ル － フ の 開 閉
に よ っ て エ ア コ ン 等 の メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 キ ャ ビ ン 後 部 の 側 方 コ － ナ 部 に 配 置 し た サ イ ド ウ イ ン ド
２ ３ ， ２ ３ は 、 前 記 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ の 左 右 両 側 部 に 位 置 し て あ り 、 該 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０
側 の 後 支 枠 ２ ４ に 連 結 し た 板 バ ネ か ら な る ヒ ン ジ ２ ５ を 介 し て 前 後 方 向 に 揺 動 開 閉 す る 構
成 と し て い る 。 こ の サ イ ド ウ イ ン ド ２ ３ ， ２ ３ の リ ヤ ウ イ ン ド 側 を 揺 動 支 点 と す る 開 閉 方
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式 は 主 と し て 換 気 性 を 考 慮 し た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 前 記 サ イ ド ウ イ ン ド ２ ３ の 開 閉 ロ ッ ク 手 段 ２ ６ は 、 該 ウ イ ン ド ２ ３ の 遊 端 側 と 前 記
開 閉 ド ア － ８ 側 の 横 支 柱 ２ ７ と の 間 に 設 け た 構 成 と し て い る 。
図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 す 実 施 例 は 、 前 記 サ イ ド ウ イ ン ド ２ ３ ， ２ ３ が 前 記 開 閉 ド ア － ８ 側
の 横 支 柱 ２ ７ 側 を 支 点 と し て 前 後 方 向 に 揺 動 開 閉 す る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。 こ の 方
式 は 室 内 へ の 外 気 導 入 を 主 と す る 場 合 に 最 適 で あ る 。 こ の 場 合 、 当 然 、 板 バ ネ か ら な る ヒ
ン ジ ２ ５ は 横 支 柱 ２ ７ に 連 結 さ れ 、 開 閉 ロ ッ ク 手 段 ２ ６ は 、 リ ヤ ウ イ ン ド １ ０ 側 の 後 支 枠
２ ４ と の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 す 実 施 例 は 、 開 閉 ド ア － ８ と サ イ ド ウ イ ン ド ２ ３ が 共 通 の ヒ
ン ジ ２ ５ に て 同 一 軸 芯 周 り に 揺 動 開 閉 す る 構 成 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 ヒ ン ジ ２ ５ の 一
方 側 の ヒ ン ジ プ レ － ト ２ ５ ｂ は 開 閉 ド ア － ８ の 後 端 部 に 装 着 さ れ 、 他 方 側 の ヒ ン ジ プ レ －
ト ２ ５ ｃ は サ イ ド ウ イ ン ド ２ ３ の 前 端 部 に 装 着 さ れ て 、 各 々 の 開 閉 ド ア － ８ と サ イ ド ウ イ
ン ド ２ ３ と が 前 記 横 支 柱 ２ ７ に 内 装 軸 架 さ れ た ヒ ン ジ ピ ン ２ ５ ａ を 支 点 と し て 同 一 軸 芯 周
り で 開 閉 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 キ ャ ビ ン 付 ト ラ ク タ の 側 面 図
【 図 ２ 】 キ ャ ビ ン 要 部 の 側 面 図
【 図 ３ 】 同 上 要 部 の 側 面 図
【 図 ４ 】 キ ャ ビ ン 要 部 の 側 面 図
【 図 ５ 】 同 上 要 部 の 側 面 図
【 図 ６ 】 キ ャ ビ ン の 背 面 図
【 図 ７ 】 キ ャ ビ ン 要 部 の 切 断 平 面 図
【 図 ８ 】 キ ャ ビ ン 要 部 の 背 面 図
【 図 ９ 】 同 上 要 部 の 切 断 平 面 図
【 図 １ ０ 】 キ ャ ビ ン 要 部 の 切 断 平 面 図
【 図 １ １ 】 同 上 要 部 の 切 断 平 面 図
【 図 １ ２ 】 キ ャ ビ ン 要 部 の 側 面 図
【 図 １ ３ 】 キ ャ ビ ン 要 部 の 切 断 平 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 ト ラ ク タ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 　 車 体
３ 　 　 前 輪 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 　 後 輪
５ 　 　 操 作 ボ ッ ク ス 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ 　 　 ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル
７ 　 　 キ ャ ビ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ 　 　 開 閉 ド ア
９ 　 　 フ ロ ン ト ウ イ ン ド 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 　 リ ヤ ウ イ ン ド
１ １ 　 　 ル － フ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ 　 　 揺 動 支 点 軸
１ ４ 　 　 ダ ン パ － 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ６ 　 　 ウ イ ン ド 側 連 結 部
１ ７ 　 　 取 付 ス テ － 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ８ 　 　 長 孔 （ 長 溝 ）
１ ９ 　 　 キ ャ ビ ン 側 連 結 部 　 　 　 　 　 　 ２ ０ 　 　 キ ャ ビ ン 側 フ レ － ム
２ １ 　 　 長 孔 （ 長 溝 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ３ 　 　 サ イ ド ウ イ ン ド
２ ４ 　 　 後 支 枠 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ５ 　 　 ヒ ン ジ
２ ７ 　 　 横 支 柱
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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